
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．活動実施の経緯 

本 LIP は、色川ならではの行事や風習への参加を通し、学生の知見を深めることを中心

に活動を行ってきました。また、活動を通して「学生が感じたこと」を地域住民に発表する

場を設けることで、住民のいわゆる「鏡効果」醸成にも寄与してきました。 

 

２．活動の内容 

色川地区は、1970 年代頃から移住者を受け入れてきた地域として有名ですが，主に訪問

する小阪区は、比較的移住者は少なく、昔からの地域行事や風習が残っているところが特徴

です。棚田や茶畑が地域資源として知られています。今年度は、新型コロナウイルス感染拡

大の影響で現地を訪れる困難さのなかで、感染症対策をして棚田作業体験（藁撒き作業）を

１度だけ実施できました。また、オンラインを活用する取り組みとして、現地発行誌「色川

だより」のアーカイブ化、オンラインによる住民との意見交換会などを実施しました。 

 

３．活動を通じて 

色川での暮らしや住民の皆さんの色川への想いについて知ることができました（1 回生）。

棚田作業の経験から農業の大変さをより深く学ぶことができました（2 回生）。コロナ禍に

あって、住民と学生のマッチングが上手くいかないこともありました。しかし、オンライン

での LIP 活動も可能であることに気が付くことができました。遠隔地である点を考えて、

今後もオンラインを活用した活動を工夫していきたい(リーダー：3 回生・森田 光）。 

【地域の基礎データ】 

人 口：14,595 人（令和３年１月末現在） 

高齢化率：42.1％（令和２年 1 月 1 日現在） 

産 業：林業、水産業、観光業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：８名（１回生：１名、２回生：３名、３回生：

３名、４回生：１名） 

活 動 期 間：平成 28 年 6 月～ 

担 当 教 員：八島雄士、岸上光克 



 

４．成果物（ポスター） 

 

 

  


